	開催セミナー

	第１回　東京農楽マッチ勉強会

	日　時
	2018年10月13日 (土)

　　13:30～16:30
	場　所
	富士通ソリューションスクエア
3階 研修室

	講　演　者

	　1.
林　賢一　氏　　2.
小野　淳　氏

	タイトル
	～都市での農業について学ぼう～

	内容
	１．ミニセミナー「都市の農地と農業、現状と役割」
都市農地活用支援センター　林　賢一氏
2022年問題を起点に、都市農地をとりまく法制等のセミナーでした。
・2022年問題とは、2022年に三大都市圏で約１万ヘクタールの「生産緑地」が宅地になり供給過剰で不動産価格の暴落が起きるのではという問題で、マスコミが取り上げ、生産農地を持つ農家向けにアパート等収益物件を進める不動産業者が現れセミナーが多数開催する現状となっており、国はこの１~２年対応のため制度見直しを行った。
・なぜ2022年かについては、1980年代にバブル経済が過熱し、都心の地価高騰による住宅供給が課題となる中、国が1991年に市街化区域内農地の宅地化推進を法制化し、三大都市圏の市街区域内農地を「宅地化するもの」と「保全するもの」に区分し、保全する農地は30年間農地として維持することで税制優遇される「生産緑地」として指定することとなり、1992年に三大都市圏で一斉に生産緑地が指定されたが、2022年が指定から農地として維持すべき30年が経過する年度となるため。
・国は2022年問題に政策的な対応をするため、新たな都市農地制度として2016年5月に都市農業振興基本法を策定し、都市の農地には農業生産以外に防災やアメニティ等々の多目的機能があり、都市農地を都市にあるべきものとし、①指定後30年を経過した生産緑地を「特定生産緑地」として10年ごとに指定延長できる制度及び生産緑地指定面積の下限を引下げる制度を創設するとともに②従来税制の優遇を失ってしまう生産緑地の貸付について2018年9月施行の貸借制度を創設し、生産農地を持つ農家が引き続き耕作する、農地として貸して有効活用できるよう政策・制度の見直を実施している。
・国は基本法の中で都市農地を都市にあるべきものとし都市の農地には農業生産以外に防災やアメニティ等々の多目的機能を取り上げているように農業従事者以外の人が農地を使えるようにする動きがある。
最後に、2022年問題に対し、行政としては、特定生産農地にしたいと思っていること。貸借制度に関連し、生産農地を保有する農家の情報に開示については、開示している自治体もあるが各自治体がどのように考えるかによること。また、貸借制度導入の意義は生産緑地を持つ農家が貸付をできるようになったことに意味があるとの質疑応答がありました。
2. 特別講演　(株)農天気　代表取締役農夫　小野　淳　氏
「都市の農地・空地を都市の里山に、アグリツーリズム」
数年前の住宅地の畑の中で友人が集まって取れた野菜使ってＢＢＱをしながらビールを飲みかわすＴＶコマーシャルをお憶えでしょうか。小野さんは、国立市で「くにたちは　たけんぼ」という広さ300坪の中に田、畑、コミュニティ農園を運営されており、そこには、ＴＶコマーシャルで見た世界が広がっています。
農業を業とする人でなくとも、全ての人が農ライフ（農産物を食べる⇒農産物を調理する⇒農産物をお店で選ぶ⇒販売所・収穫体験で食材を調達⇒植物・動物・菌類を育てる⇒育てた農産物をたべる。育てた農産物を他人に食べてもらう⇒農産物を食べてもらうことで生計を立てる。）の何れかにかかわっており、農へのかかわりの中で農地を生産の場として活用するのではなくコミュニティの場として活用する、また、従来は限界集落をイメージしがちであったアグリツーリズムを都心のそばで実施するなど、さすがテレビ制作をルーツにもつ登壇者の着眼点の持ち方、周囲に対するプレゼンテーションと手際の鮮やかさを感じました。
講演の中で、都市部の農地は生産効率が良くなく、特に東京の市街地の農地はその傾向が高くなっているが、農地から生まれる資産は農産物だけと考えるのではなく、都市に住む住民、特に２０代から30代の若い世代や子育て世代の農作業をしてみたいというニーズに応え、土地と触れあう、生き物と出会う、一緒に食べるといった農体験を、農地から生まれる資産として提供し、提供する場としての都市農地を、薪等の生産資源を共同管理して富を分かち合った古来の里山に準じ、都市の農資産を共同管理する新しい里山としてゆく活動を進めており、生産の場として考えれば30坪の田んぼから年間一俵売値で１万円ほどの収益しか上がらないが、コミュニティ農園とすることにより年間50万円稼げる、生産して売り切るのではなく体験を収益化する。農体験単体ではなく食べるといことと合わせることが、宅地と農地が分かれていないミックス状態にある世界の大都市である東京のユニークな状況を活かしているという話は、都市農地における農のありかたとして非常に心に残りました。
また、アグリツーリズムに関しても、地域の住民、地元の大学生、訪ねてくる利用者、日本を知るという意味での留学生の交流等多くの方のかかわりの中で事業を進めており、マルシェとしての意味も農ライフの導線としているなど多角的な観点で活動されており、忍者体験や夜の畑Bar、イスラム教徒とラマダンBBQなどイベントを実施されるなど国内のみならず海外へも目を向けて活動されていることを感じました。これからも多くの感動や体験という視点で東京の農業をクリエイトされていく行動力の一端に触れることのできた講演でした。
また質疑応答では、事業を始めて苦労されたこと、資金面のこと、農福連携等の質疑応答がありました。
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